
賑
貞
無
機
質
肥
料
の
物
坤
的
牲
質
に
戯
き
て

fT7T
l
聖

物
理
的
性
質
と
化

隼
的
成
分
と
の
閲
係

農
畔
帖
卜

板

野

新

松

浦

(

昭
糾
九
隼
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1
日
挫
け
日
本
上
物
t脚iif料
甥
離

_
けり
八
草

dl
∵
批
准
ム
j

大,I
I

緒

育

土
鳩
山
物
理
的
性
質
が
'
化
:
I,1
化
則
.t
的
成
分
と
特
に
作
物
の
t
:育
北
に
肥
料
山
祇
備
に
小
食
な
る
脚
係
わ

れ

りご

)
と
は
'

比
に
確
多

の
桝

光

に
よ
･リ
て
明
か
で
あ
ソリ
｡
へ
-
'
物
理
化

=_L的
作
門
の

..
･1.止
せ
る
理
仙
心的
拙
叩
十
･lf
を
帖
･:止
し
て
'
之
に
抑

々
山
肥
料
を
鶴
川
す
る
に
'
外

肥
料
の
化
韓
的
城
分
の
み
で
な
-
物

州的
什
fLT
が
t
.:
山
肥
敬
に
弊
*
な
ろ
仙
命
を
有
し
て
川
リP
I
こ
｣は
'
灯
も

I
.城
山
物
理

的

性

En
が

肥

料

の肥
社
に
成
大
な
る
影
珊
あ
る
と
t
H
様
に
容
姐

に
推
=叫
さ
れ
･･勺
山
で
あ
る
Q
粧
し
仰
山
如
き
桝
寵
は
.1JL'
つ
て
巾
な
/
＼

余
等

:･ii州

に

し

て

束
だ
肥
料
の
物
州
的
性
印
を
綜
(
目
的
に
研
究
せ
り1.1も

山itJt知
ら
な
い
Q

政
に
'
本
邦
巾
紫
伽
漣
加
鞭
n
肥
料
に
就
き
=
':
わ物
川
的
什
印
を
捌
･:'<
し
化

畔
的
肌
に
肥
料
iiY
分
L
.L
山
川
係
に
机
+J
剛
先
を
J.誹
み
湘
i
=す

鵬
仙丹悪

料
の

他

州
柄
幣
n
に
此
き
て

(那.例lリ
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械
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娠
蛸
振
付埋
n
肥
料
の

抑
仰
向
性
比
に
祉

ぎ
て
分
封
丁
骸
)

三二Kj

二
㌧
供
溝

口.E
の
調

製

臆
H

州
に
粗
塊

あ
る
場
合
は
粉
伸
し
て
'
よ
-
批
(
;
な
し
･:企
如
拙
断
の
状
態
に
て
虎

口
批
中
に
仰
赦
す
Q

三
'
傑
験

方

法

二

化

単

的

泣

虫

法

化
単
的
成
分
は
軸
ら
水
:浴;
性
物
H
の
み
の
妃
(=皿
を
行
ひ
非
の
方
法
は
概
ね
骨
法
に
従
ひ
鶴
来
は

K
je
ldahl
民
法
'
燐
酸
は

F
iロ
kener

氏
の
モ
り
ブ
テ
ン
酸
法
'
加
劫
は
鮒
化
日
食
法
'
石
衣
は
雑
駁
了
ム
モ
ニ
ヤ
法
に
よ
っ
た
の
で
あ
る
'

こ
れ
ら
の
化
成
液
紘
物
部
的
性
S
:〟

検
定
に
便
川
し
た
る
姥
液
を
使
川
す
Q

二
'
物

刑的
性
坪
の
絵
･:i

仇
試
肥
料
五
九
を
蒸
滑
水
五
〇
C
)礼
_こ
解
附
し
､
帖
ぶ
鮎
磁
し
っ
1

一
出
社
放
,1j
L
'
後
地
過
し
た
る
泌
液
に
つ
き
7.,S
の
如
き
方
法
に
よ

-
各
物
排
的
性
坪
を
捻
･144
す
｡

A

軽
透
鵬
は

エ
I
Lデ
ル

女
川
ひ
水
州
降
:.L
を
測
定
し
'
こ
れ
li
-
甘
目
し
て
水
む
｡

お

冠
束
僻
鮮
度
は
温
度
二
五
｡C
E3
も
と
に
安
桃
川
磁
統
計
を
佐
川
し
て
測
i.<
す
｡

C

水
素
イ
オ
ン
淡
度
は
ア
ン
チ
モ
ン
巾4
秒
に
よ
-
て
.FP
射
的
に
洲
淀
す
C

D

比
茄
の
洲
･34
に
は
(I;
法
の
如
-
此
沌
瓶
を
促
川
す
｡

E

机
鮭
は
オ
ス
ト
ワ
ル
ド
氏
粘
度
計
に
よ
-
脱
皮
二
五
｡
C
の
も
と
に
洲
起
す
｡

F

炎
耐
批
力
は

d
u

N
ouy
氏
姓
に
よ
り
測
･:<
す
Q
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肥

料

木
比
験
に
倣
川
し
た
る
架
素
肌
肥
料
の
草
な
る
も
の
は
幣
紙
北
米
許
に
最
も
多
-
雄
川
さ
れ
て
ゐ
る
柵
駿
7
ム
モ
ニ
ヤ
t..J
あ
っ
て
t
lJ
れ

に
石

次

第
東

山

∴

鮎

J
J
竹

利

梢
+<
山

一
即
.YtJ
加

へ
､
更
に
昨
今
問
題
に
さ
れ
て
i
=る
飴
化
物
を
も
使
川
せ
ん
と
し
た

の
で
あ
.る
が
'
過
骨
Hな

る
肥
料
･.iJ柑
な
か
っ
た
わ
で
'
止
む
を
和
す
化
Ei
川
の
闇
化
7
ム
.#
ニ
ヤ
の
二
転

を
･1hi-
験
に
化
し
た
｡
･Z
E
帖

に
封

冊
仙
の
巧

に

化
,･B
川
山柵

恨
ア
ム
そ
こ
ヤ
を
も
使
川
し
た
山
で
あ
る
｡

A

化

畔

的

分
析

の

結

灘
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小

本

と
比

る

に
'

日
印
S
･肥
料
は
秘
め
て
和
似
し
た
紡
墨
k

Jli
L
げ
て
居
る
が
'
異
相
皿
に
於

い
て
は
型
WI
i
t
な
る
差
鵜
を
示
し
て
.i
=
る
｡

攻
に
之
Y
C
J
胤
操
を

t
櫛
明
か
に
す
る
凸
に
各
肥
料
山
叶
的
佃

で
起
此
す
る
こ
と
に
す
,リ
｡

≡

た

本
火

に
於
い
て
'
埠
連
雌
の
始
it
な
る
も
の
は
脆
化
丁
ム
千

.I.
ヤ
で
最
小
,ii
.h火
車
豪

で
あ
る
｡
紙
幣
丁
ム
そ
こ
ヤ
と

砂
利
机
右
は
あ
ま

批
月
窺

n

肌
斬

り
軌

州
的

作

れ

に

跳

き

て
(
恥

.L削
)

ニ
二
二
二



臓
甜叩群
槻
酌
肥
料
の
物

神哨告

に
純
き
て
(節

一嗣
)

三
三
的

-
大
差
が
･な
い
｡
港
透
桃
と
関
係
の
ie
で
あ
る

脂
気
仰
節
度
は
必
ず
し
も
'
兆
の
順
位
が
浄
透
雌
と

1
致
せ
す
即
ち
町
制
柵
石
よ
り
捧
透
鮎

の
小
で
あ
る
硫
酸
7
ム
モ
ニ
ヤ
が
電
束
休
耕
鹿
は
却
て
珊
利
柵
石
よ
-
七
で
あ
る
｡
p
H

の
魚
も
it
な
る
の
は
布
衣
襲
来
で
非
八:=
に
鰍
裁
比

を
示
し
て
尻
る
｡
懇
利
柵
石
も
亦
噂
迎
畑
で
あ
る
が
石
衣
額
索
の
如
-
甚
だ
し
-
な
い
｡
硫
酸
ア
ン
モ
li
ヤ
上
階
化
7
ム
モ
ニ
ヤ
は
大
差
な

-
'
僅
か
に
硫
酸
了
ム
そ
こ
ヤ
の
方
が
酸
性
が
弧
い
｡
比
粘
度
の
化
if
は
休
暇
ア
ム
モ
:
ヤ
に
て
叔
少
は
腺
化
7
ム
モ
ニ
ヤ
で
あ
っ
て
'
水

よ
り
も
小
で
あ
る
が
然
し
概
し
て
大
差
な
い
C
比
爪
.の
症
ie
は
智
利
輿
{
.
敢
少
は
剛
仙化
7
ム
モ
ニ
ヤ
で
あ
る
｡
来
所
張
力
の
=iit端
は
石
衣

額
紫
に
て
'
舶
少
は
竹
利

抑石
で
あ
っ
て
硫
酸
7
ム
モ
1i
ヤ
と
牌
化
7
ム
モ
ニ
ヤ
と
は
未
発
が
な
い
｡

2
'
燐

酸

i;

肥

料

本
腎
臓
に
刷
ひ
た
る
燐
酸
即
肥
料
は
'
総
て
過
燐
酸
lLi

蓑

で
あ
る
が
燐
酸
令
北
上
に
は
大
器
が
あ
っ
た
｡

A

化

塾

的

分

析
の

結

果

当

J
T+

粁





肪
m
H
価
州横
付
肘
笹t
の
物
政
府
性
折
に
緋
き

て
(
齢

一
触
)

轟

々
頑itB直
義

5
.対

岸

邑

%

i:i
.
F
､

藍

苦

労

-
汁

M

/
o
i:1
Lt

U

)P
.〇

･

吋Aatp
す
さ

t

4
0

次
に
背
油
過
燐
酸
石
衣
の
jF
的
肌

の
比
純
を
示
す
と
攻
山
地
で
あ
る
o

醤

･L･

鮮

本
未
に
於
て
は
へ
第
六
衣
に
て
'
明
示
す
る
こ
と
の
州
準
な
か
っ
た
癖
酸
骨
盤
と
物
叫
的
性
ば
の
槻
偵
･tkJ棚
は
し
て
ゐ
る
｡
即
ち
榊
離
合

先

の
多
き
弧
過
燐
酸
石

火
は
燐
酸
令
的
の
少
い
僻
地
過
燐
酸
パ
灰
JISゎ
不
溶
解
性
物
鮮
甚
だ
少
-
港
達
雄
も
亦
純
化
い
が
磁
束
佃
節
度
は
却

っ
て
大
で
あ
る
o
佃
伽
過
燐
酸

木
次
は
竹
越
過
燐
酸
‥心
次
よ
-
'
比
爪
及
び
東
面
弧
力
は
大
で
酸
政
も
亦
払

い
の
で
あ
る
が
比
粘
度
は
小
で



あ
る
.
然
し
あ
ま
り
赫
滞
な
る
利
運
を
認
め
る
こ
と
は
出
来
な
い
｡

三
､
加

嬰

肘ni.
肥

料

加
泉
田
肥
料
の
iT
.な
る
も
S
.は
硫
酸
加
配
Lに
て
'
よ
ぎ
は
腰
化
加
里

で
あ

る
が
'
木
托
駿
に
は
兆
他
敏
郎
を
川
ひ
た
が
よ
-
別
解
す
れ
ば

多
-
の
場
合
二
才
の
何
れ
か
に
帰
す
る
も

の
1
陳
で
あ
る
｡
仰
セ
メ
ン
ト
'
ダ
ス
ト
山
1
卯
に
し
て
'
加
則
れ
次
と
祁
す
る
新
肥
料
を
も
研

究
に
使
川
し
た
の
で
あ
る
が
rJ
-Jy
は
寧
ろ
加
里
肥
料
と
t:.=
-ゝ"よ
-
も
l小
火
肥
料
に
揖
す
る
も
わ
で
加
肌
の
合
瀧
は
他

山
加
里
fn
肥
料
に
比
し

て
秘
め
て
少
冊
で
あ
りU
｡

然
し
仙
宜
上
.州
ん
に
て
.収
扱
ふ
こ
と

に
し
た
｡

A

化

畔
的

分

析
の
紺
火

Lrl,

)
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純
粋
の
場
令
の
加
鼎
合
灘
は
硫
酸
加
児
よ
り
も
騰
化
加
盟
が
相
多
八此
で
あ
る
が
木
表
に
於
て
･は
あ
ま
り
芳
郎
な
-
.<

〇
%
付
で
あ
っ
た
｡

加
即
令
並
の
滋
も
少
な
き
紋
加

用
心双
で
化
か
に

1･二C.一%

に
過
ぎ
な
い
｡
攻
は
内
地
加
取
の
1
九
∴
二
.
1

%
で
あ
っ
て
'
他
は
殆
ど

四
〇
%
以
上
の
加
用
を
令
有
し
て
居
る
o

R

物
理

的
性

･5
=
山

椴
混
紡
某

慧

･j
L

だ



本
火
に
･Li
る
Lr▲'
H

相
肥
料
山
物
州
的
性
坪
は
よ
-
卸
似
し
て
1
=
る
が
'
媒
那
珂
閥
に
は
州
･::･･=
山先
非
が
あ
る
｡
Ⅲ
に
加
-聖
<
炎
の
如
き

は
他

の
加
瀬
叩
肥
料
と
甚
kJ
L
-
i
.'つ
て
E
=
る
｡
尚
･hjg.t
山
側
儒
中
二

修
叩
か
に
す
る
門
に
芥
相
肥
料
の
叩
iT
恒
を
二
空
1
と
攻
の
油
で
あ
る
c

ff.).

T

･J
f

仙
洞
叫撫
博
措
肥
料
の
物
州
病
性
g=
に
織
き
て
(郡
'1
冊
J



襲

批

松

任

肥

狩t

の
軒

州

的

俳

号1

に新
王
J
(節
i離
し

≡
川
.J

本
表
中

の
r<;
地
加

州
へ

:｢
小加
朋
は

舵
取

加
上
と
励
化
加
盟

の
縦
令

物
で
あ
る
が
'
ス
ペ
イ

ン
作
加
里
は
金
-
憾
化
加
盟
と

tt･し
く

加

興

れ
水

中
の
加
即
は
譲
に

碗
取

轍
と
し
て

存
布
す
る
枕
で
あ
る
｡

.<
溶

解
什
物
餌
は
加

製
l<
双
を
除
き
地
政
梯
め
て
少
先
で
r<;
地
加

E｡.が
柵

多

先
で
あ
る
O

加

数
令
T,lS
は
雌
化
加
Ei
.'

ス
ペ
イ
ン
倍

加

_q
iは

殆
ど

日
枝
で
硫
酸

加
興
は

それ

より珊
小
爪竹
で
あ
る
｡

三小
加

鼎
'

内
地

加
里
は
各

1
C
%
以
上
の
;;i.i:児
を
持
っ
て
順
次
減
少
し
て
帰
る
Q

加
.S
.'{
衣
･ij
秘
め
て
少
紫

の
加

流を
合
有
す
る
に
過
ぎ
な

か

った
｡

港

透
地
は
飽
化

加
Ei
.と
h'
ペ
イ

ン
羅
加
鼎
は
殆
ど
;
様
で
最
高

を
_
-i

め
批
岬
は

加
fT_Ft.れ
攻
で
攻
は
三
郎

加封
で
あ
る
｡
貼
射
伸
輔
皮

は
髄
化

加

盟
が
.準
･i
で
あ
っ
て
'
加
配
.石
衣
を
除
き
て
最
低
は
価
離
加
灘
で
あ
る
Q
水
素
イ
オ
ン
約
度
は
願
化
州

即
が
茄
if
に
て
ノーIt

m石
衣
が
山
小
で

あ
る
｡
酸

性
は
腫
化

加
射
'

ス
ペ
イ
ン
応

加

即
で
小

作
は
柾
取

加
が
T<;
地
加

輿
で
あ
っ
て
鮮
兆

性
に
如
す
る
も
の
些

二
項
加
皐
'
加
齢
石
衣

に
て
'
就
中
'
加
射

れ
次
に

p
H
t
2
･3
0
に

て轍
件
土
鳩
の
中
和

山
目
的
に

和
故
で
あ
る
様
で
あ
る
.

比
粘
度
は
加
=J
山
村
衣
以
外
は
組
て
水

よ
り

も
低

い
が
あ
ま
-

藁端
は
.な
い
｡
帖
佐

は劇
化

加
rm
.
R
で
あ
る
｡
比
和
山
地
i
t
は
硫
酸
加
顔
で
症
小
は
加

熊石
魂
で
あ
る
｡

衣
耐
張
力
の

根
太
は

加
;)
.石
衣
で
'
般
小
は
感
化
加
鼎
で
あ
る
が
比
爪
と
同
様
に
あ
ま
-
柳
井
な
る
特

性を
認
め
る
こ
と
は
m
来
な

か
っ
た

｡
攻
に
士
l*

加
出
門
肥
料
の
硫
酸
卿
と
兜
化
物
を
榊
に
比
純
し
て
見
る
に
州

別
(t=
瀧
は
i<
井
な
き
も
化
離
座
の
拭
き
珊
化
加

ETiは
経
路
眺
'
怒
気
佃
節
度
'

水
累
イ
オ
ン
浪
庇
特
大
で
あ
る
｡
即
ち
硫
酸

加
盟
は

殆
ど
申

作
で
あ
る
に
拘
ら
ず
肋
化
加

盟
は
明

か
に
惰
性
で
あ
る
O

叫

配

合

肥

料

配
合
肥

料
は
二

相
以
上
の
肥
料
･̂LJ
批
合
し
た

る
も
の
で
あ
っ
て
'
巾

に
は
完
全
肥
料
と
し
て
架
豪
'
燐
酸
'
加
盟
聖

二
成
分
･,k
J今
村
L
t

又
韓
素
'
燐
酸
の

.
i成
分
の
み
を
(t=
和
し
て
i
=
る
,O
の
･#
･nあ
る
C
避
す
る
に
耶

l
成
分

山
肥
料
e
p快
鮎

を
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ふ
鶴
に
嘩

:=配
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試
み
た
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も
の
撒
'

共

の
物
矧
的
化

四
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大
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轡
化
し
て
川
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思
ふ
｡

併
し
呪
令

肥
料
中

に
は
無
機
質
肥
料

Slみ
の
外
有

機
即
肥
料
を

批
合
し
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川
上
∴
滋
に
於

い
て
不
溶
酬
作
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,i;
い
症
も
多
き
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互
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で
あ
っ
て
'
最
も
少
な
き
は
川

○
鵬

に
て
井

山
羊
準
は
推
i
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で
あ
る
｡
笥
崩

合
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堰

=州
は
川
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で
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川
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燐
酸
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･.;=
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八
猟
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五
二
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に
て
'
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=.≠
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1
川
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帖

佐
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川
六
既

に
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鵜
は
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れ
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解
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物
LE
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仰
け
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あ
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仲
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滴

一
譜

掴
硝

一

p

f
I

J

…

稀

L

a
:

潮

輔

車

他用虹小
熊
E]肥
帯l
の
物
仙
‥帆
性
m

に
就
.き
て
(釣
.
那

)



藻

肌
料
の
軌
加
附
性
E
f
に
輔
さ
て
(那

.I
即
)

轟
<
･一
削
伸
男

叩

聾

蒜

y

.
P

.
T(
.
0

)=
鶏
串
や
仲
村

L.漕
f
i層
雲

叶
h.･P
･
U
);~
鶏
/jt
Q)
か

や
珊
却
4
73

か
0)t
ヰ
⊃



水
虫
を
比
り3,
に
化
EJLt
的
成
分

山
如
-
i/
な
る
‥hh
異
な
-
多
-
山
城
A
〓
或
る
範
_
T<;
に
あ
る
株
で
あ
る
｡
卸
も
'
港
透
鵬
は

ニ
ー
･
川
･
華
.料

朗
の
糊
に
あ
-り
'
小
に
も

二
:-

仙
気
鵬
の

も

山

が
山

も

多

い

わ

で

あ

る
｡

帖
束
伴
鮮
度
は

0
･005-
9
015m
ho
の川
に
あ
っ
て
大
郷
分
は

0
･006
-
0･0tO
m
ho
山
肌
に
あ
る
点
p
H
に
二
,
･l山
例
外
は
あ
る
が
概
ね

三
･.
0
1
川
･
〇
山
川
に
か
る
o
化
粧
仕
は

一
山
T
の
も
の
が
打
鮎

あ

っ
て
‥輿
=州
は

一
･〇
山
王
<
l..t.
tJあ
っ
た
｡
止
れ

〃
=.i
･.=Z
は

1
･
〇
〇
七
二
〇
で
=
.=鵬
は

1
･0
0
二
L
O
で
れ
リa
O
火
面
舶
力
は
州
(
=人

な
る
州
Ei.が
あ
っ
て
'
=.=
L
J
は
七
九
･
:J.し
川
C
八
で
=.帖
小
は
山ハ
九

･.i
O
川
八
二
千
i=ih
抑
ダ
イ
ン
で
あ
っ
た
｡

次

に

笥

素

'

燐
酸
'
加
里
山
:.l成
分
を
含
付
し
て
居
.･｡
も
の
蜘
ち
･:'芸
i融
合

肥
料
と
貸
嘉
燐
酸
山
み
を
({
付
す
けり
胤
合
肥
日
に
分
け
て
北

山
や
均
机
を
示
す
七
JTJ火

山
通
で
丸
ろ
｡

･

mfL

J･

T
L-

虹ル

I:突

1融

合

肥
料
は
削
合
肥
料

l
上
-
も
'
比
粘
度
を
除
き
他
は
観
て
人
で
あ
る
が
捲
連
帖
t
J冥

利
仲
鮮
度
⊥ゾ
叶
は
LJ
し
た
=<e州
ー速
は
な
い
｡

比
粘
度
が
山九
令
配
合
肥
料
に
於

い
て

一
山
｢

ごあ
りリ
こ
と
は
‥げ
息
す
べ
き
こ
と
で
批
合

い
篤
に
粘
度
が
減
少
し
た
けり
≠
を
示
し
て
日
ソU
｡

LJ
.
石

衣

lt

肥

料

.石
火
は

7
般
:3
作
物
に
封
し
て
'
川
接
肥
料
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L
l.J
肌
-
便
川
1.J
れ
て
1
=
る
が
;i
桝
如
北
:他
県
殊
作
物
に
別
し
て
:EJ
蟻
に
肥
料
的
放
火
も

鮎
川伽世
n
肥
料
の
物
朋
的
蘭

に
北野
Jて
(街
;.
搬
)

-.川
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あ
る
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⊥
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鱗
形
'
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4'
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華
単
な
る
肥
料
LJ
さ
れ
て
i
=
ソリ
｡
･=
右
旬
は
土
性
己k
良
･t
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雌
々

伐
別
さ
れ
て
瓜
る
3
.で

物
州
的
性
質
を
知
る
と
と
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l
仲
里
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な
る
こ
と
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あ
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｡
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粍
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般
に
肥
料
と
し
て
仙
川
さ
か
る
:T

TT
女
は
t
iれ
欠
で
あ
る
が
'
こ

の
1
部
分
は
淡
恨
石
衣
叉
は
伯
市
来
に
醍
化
し
て
i{
る
の
で
あ
る
｡
本

衣
に
於
て
之
≠
:;.桐
鳩
山
石

状
に

つ
い
て
北
山
性
状
を
比
棟
し
て
比
る
に
溶
解
艇
は
付
和
衣
が
堰
=回
で
ぺ
は
水
酸
化
石
双
に
て
燐
酸
石
衣
に

は
殆
ど
浴
佃
せ
ず
｡
港
達
郎
は
溶
佃
庭
の
]==
き
牡
:{
友
が
最
も
火
で
次
は
水
酸
化
:{
衣
で
あ
る
｡
磁
束
仲
鮮
度
も
亦
擾
達
郎
と
川
根
に
て
'

塊
軟
石
次
は
兆
だ
竹
鮎
で
あ
･･tq
｡
水
素
-
オ
ン
娯
鹿
は

11左
だ
低
-
放
れ
友
と
止
筋
化
前
栽
は
殆
ど
で

し
-
'
p
H

抜

]
二

以上
に

て

5-翰
兆

性
で
あ
る
が
淡
取
石
次
は
p
H
が
九
･
〇
二
で
あ
っ
た
Q
比
粘
度
は

一
般
に
･.==
-
生
れ
炎
が
蚊
も
大
で
あ
り3
0
比
hJ
は
求
酸
石
衣
が
樋
め
て
俳

か
に

1
以
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で
あ
る

の
は
渦
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e
･膨
呼
に
よ
る
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験
的
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差
に
哩
囚
す
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も
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1
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｡
火
面
脱
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生
石
衣
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も
if
で
他
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あ
ま

り

+
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が
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攻
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--ゝ
石
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性
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し
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酸
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石
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も
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肥
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或
る
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仙
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滴
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